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益
田
ト
マ
ト
部
会
（
部
会
員
28
人
）
は
４
月
14
日
、
４
年
ぶ
り
に
益
田
産
春

作
ト
マ
ト
の
初
出
荷
式
を
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
飯
田
選
果
場
で
開
催
し
ま

し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
田
村
清
己
本
部
長
の
「
生
産
者
の
皆
様
の

ご
努
力
に
よ
っ
て
今
年
産
ト
マ
ト
も
素
晴
ら
し
い
出
来
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

職
員
ス
タ
ッ
フ
総
出
で
力
を
合
わ
せ
目
標
必
達
に
向
け
て
全
力
で
売
っ
て
い
こ

う
」
力
強
い
挨
拶
に
続
き
、
今
年
度
新
任
さ
れ
た
益
田
ト
マ
ト
部
会
の
金
山
千

年
部
会
長
は
、
仲
間
の
部
会
員
か
ら
「
が
ん
ば
れ
！
」
の
声
援
を
受
け
、「
近
年

の
肥
料
等
生
産
資
材
の
高
騰
に
合
わ
せ
、
強
風
や
豪
雨
と
い
っ
た
自
然
災
害
の

影
響
も
あ
り
生
産
者
に
と
っ
て
は
大
変
な
時
期
だ
と
思
う
。
し
か
し
農
家
の
一

人
一
人
が
全
力
で
農
業
に
向
き
合
う
こ
と
で
、
産
地
益
田
を
守
っ
て
い
く
こ
と

に
つ
な
が
る
と
信
じ
、
こ
れ
か
ら
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
挨
拶

さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
ご
出
席
い
た
だ
い
た
山
本
浩
章
市
長
か
ら
は「
温

暖
な
気
候
と
清
流
の
恵
み
を
受
け
て
市
場
で
は
高
い
評
価
を
受

け
て
い
る
。
肥
料
や
資
材
・
燃
料
代
が
高
騰
す
る
中
で
、
少
し

で
も
高
い
値
段
で
流
通
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
農
家
所
得
の
向
上

に
つ
な
が
る
。
関
係
機
関
の
ご
理
解
ご
協
力
に
感
謝
し
、
一
層

の
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
」
と
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
営
農
経
済
部
指
導
販
売
課

で
は
、
令
和
５
年
産
ト

マ
ト
の
年
間
の
出
荷
目

標
を
６
１
３
ト
ン
、
年

間
販
売
目
標
を
約
２
億

円
に
掲
げ
取
り
組
み
ま

す
。
初
出
荷
の
こ
の
日

は
、
生
産
者
６
人
に
よ

る
93
ケ
ー
ス
を
市
場
へ

向
け
出
荷
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
は
、

４
月
15
日
に
遠
田
町
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー

ジ
ャ
ス
ト
ホ
ー
ル
で
令
和
５
年
度
事
業
進

発
式
を
行
い
ま
し
た
。
開
会
に
あ
た
り
同

地
区
本
部
の
田
村
清
己
本
部
長
は
「
今
年

度
の
テ
ー
マ
は
み
ん
な
が
『
主
役
』、
職

員
一
人
一
人
が
主
役
で
あ
り
、
主
役
が
集

ま
っ
て
チ
ー
ム
が
出
来
る
、
そ
の
チ
ー
ム

が
一
丸
と
な
っ
て
進
む
こ
と
で
西
い
わ
み

の
方
向
性
が
決
ま
る
、
力
を
合
わ
せ
て
頑

張
ろ
う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
続
い
て
職

員
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
経
費
削
減
川
柳

（
応
募
総
数
96
句
）
の
中
か
ら
、
選
ば
れ

た
優
秀
作
品
の
表
彰
式
が
あ
り
、
作
者
５
人
に
本
部
長
賞
を
は
じ
め
各
部

門
長
賞
を
贈
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
部
門
か
ら
の
事
業
方
針
の
説
明
に

続
い
て
支
店
単
位
で
決
意
表
明
を
行
い
、
最
後
に
「
ガ
ン
バ
ロ
ウ
」
を
三

唱
し
て
全
役
職
員
の
意
識
統
一
を
図
り
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
益
田
産
春
作
ト
マ
ト
初
出
荷

令
和
５
年
度
事
業
進
発
式
を
開
催
し
ま
し
た
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肥
料
価
格
高
騰
対
策
事
業

説
明
会

産
直
コ
ー
ナ
ー
出
荷
者
を
対
象
と
し
た

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
の
開
催

令
和
5
年
産
水
稲
育
苗
が

始
ま
り
ま
し
た

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
農
産
物
直
売
コ
ー
ナ
ー
出
荷
者

協
議
会
（
大
畑
秀
人
会
長
、
総
会
員
数
３
５
０
人
）
は
、

今
年
10
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
消
費
税
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
」
に
つ
い
て
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

研
修
会
参
加
者
は
６
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
３
月
28
日

か
ら
３
月
31
日
の
４
日
間
、
旧
吉
田
出
張
所
２
階
会
議
室

を
会
場
に
、
制
度
の
内
容
と
注
意
点
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。生

産
者
自
ら
が
価
格
を
設
定
す
る
産
直
は
、
Ｊ
Ａ
が
行

う
通
常
の
委
託
販
売
と
は
異
な
り
、「
農
協
特
例
」
の
適
用

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ

み
農
産
物
直
売
コ
ー
ナ
ー
出
荷
者
協
議
会
で
は
、
Ｊ
Ａ
し

ま
ね
の
産
直
事
業
方
針
に
沿
っ
た
、「
消
化
仕
入
方
式
（
買

取
方
式
）」
を
取
り
入
れ
る
方
向
で
、
段
階
的
な
経
過
措
置

を
設
け
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
買
い
手
（
課
税
事
業
者
）
が

負
担
を
感
じ
る
こ
と
な
く
、
取
り
引
き
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

益
田
市
、
津
和
野
町
、
吉

賀
町
の
各
農
業
再
生
協
議
会

は
、
４
月
５
日
か
ら
４
月
13
日

の
間
、
肥
料
価
格
高
騰
対
策
事

業
の
説
明
会
を
９
会
場
で
開
催

し
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地

区
本
部
営
農
経
済
部
村
上
孝
次

営
農
企
画
課
長
（
農
業
再
生
協

議
会
構
成
メ
ン
バ
ー
）
が
事
業

内
容
を
説
明
し
ま
し
た
。

世
界
人
口
の
増
加
や
穀
物
需

要
の
拡
大
等
を
背
景
に
、
生
産

資
材
価
格
の
高
騰
が
続
く
中
、

国
が
示
し
た
肥
料
価
格
の
上
昇

率
は
、
前
年
同
期
と
比
べ
１
・

４
倍
と
農
業
者
の
経
営
を
圧
迫

し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
６
月
か
ら
令
和
５
年
５
月
ま
で
に
購
入
さ
れ
た
肥

料
が
支
援
対
象
で
、化
学
肥
料
低
減
の
取
組
み
を
行
っ
た
上
で
、

前
年
か
ら
増
加
し
た
肥
料
費
に
対
し
て
85
％
（
国
70
％
、
島
根

県
15
％
）
の
支
援
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

説
明
会
に
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、
交
付
対
象
と
な
る
肥
料

や
申
請
要
件
等
に
つ
い
て
質
問
が
上
が
り
、
事
務
局
側
は
「
こ

の
厳
し
い
状
況
の
中
、
多
く
の
農
業
者
の
方
々
に
申
請
を
行
っ

て
い
た
だ
き
、
少
し
で
も
生
産
費
の
軽
減
に
役
立
て
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
事
業
の
主
旨
に
つ
い
て
理
解
を
求
め
、
申
請
書
提

出
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

申
請
書
の
提
出
期
限
は
６
月
９
日
㈮
ま
で
と
し
、
Ｊ
Ａ
ま
た

は
市
町
の
担
当
課
で
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
の
益
田
、日
原
、

六
日
市
各
育
苗
施
設
に
お
い
て
、
水
稲
の
育
苗
作
業

が
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
田
植
え
時
期
に
合
わ
せ
た
段
階
的
な
播

種
作
業
を
行
い
、
３
施
設
全
体
で
コ
シ
ヒ
カ
リ
約

３
０
，０
０
０
箱
、き
ぬ
む
す
め
約
１
２
，０
０
０
箱
、

ヒ
メ
ノ
モ
チ
約
１
，０
０
０
箱
を
生
産
す
る
計
画
で

す
。作

付
け
可
能
な
丈
に
成
長
す
る
ま
で
の
1
か
月
近

く
は
、
天
候
に
注
意
し
な
が
ら
適
切
な
換
気
や
散
水

作
業
を
行
い
、
良
質
米
生
産
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
健
康
な
苗
づ
く
り
に
向
け
て
ス
タ
ッ
フ
全
員
で

管
理
し
て
い
ま
す
。
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Ｊ
Ａ
共
済
連
島
根
、（
一
財
）島
根
県
農
協
共
済
福
祉
事

業
団
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
は
、
令
和
５
年
春
に
入
学
す
る
中
学

生
に
、登
下
校
時
の
交
通
安
全
に
役
立
て
て
も
ら
う
た
め
、

夜
光
反
射
タ
ス
キ
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

中
学
校
生
活
で

は
交
通
混
雑
時
や

夕
暮
れ
時
の
登
下

校
機
会
が
増
え
、

交
通
事
故
に
遭
遇

す
る
危
険
性
も
増

す
こ
と
か
ら
、
３

月
22
日
に
益
田

市
立
東
陽
中
学

校
、
３
月
23
日
に

津
和
野
町
立
津
和

野
中
学
校
の
２
校

で「
反
射
タ
ス
キ
」

の
贈
呈
式
を
行
い

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ

み
女
性
部
（
元
岡
タ
ツ

子
部
長
）
は
、
３
月
29

日
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
や

子
ど
も
食
堂
の
運
営

者
（
団
体
）
へ
の
支
援

を
通
じ
て
、
心
豊
か
で

暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ

く
り
を
目
指
す
取
り
組

み
、「
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
女

性
部
米
一
握
り
運
動
」

に
よ
る
米
の
寄
贈
を
行

い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
吉
賀
町

抜
月
の
な
な
い
ろ
食
堂

（
藤
井
和
子
代
表
）、
津

和
野
町
部
栄
の
畑
迫
地

域
食
堂
（
吉
野
幸
枝
代

表
）
へ
、
元
岡
タ
ツ
子

部
長
が
部
員
か
ら
届
い

た
米
30
キ
ロ
を
、「
皆

さ
ん
で
食
べ
て
い
た
だ

き
元
気
を
出
し
て
下
さ

い
」
と
手
渡
し
、
受
け

取
っ
た
施
設
の
代
表
者

か
ら
は
「
部
員
の
皆
さ
ん
の
思
い
を
大
切
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

４
月
８
日
、
30
年
の
歴
史
を
も
つ
中
西
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
（
岡
田
定
佳
会
長
、
会
員
60
人
）
が
、
第
61
回
の

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
行

い
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵

ま
れ
た
も
の
の
、
強

風
に
悩
ま
さ
れ
30
人

の
参
加
者
が
ス
コ

ア
ー
を
伸
ば
し
き
れ

な
い
中
、
み
ご
と
下

本
郷
町
の
原
田
保
さ

ん
が
優
勝
さ
れ
ま
し

た
。

夜
光
反
射
材
を

中
学
校
２
校
に
寄
贈
し
ま
し
た

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
女
性
部

米
一
握
り
運
動

第
61
回

中
西
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
コ
ン
ペ
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Nousagyou

水
稲
中
干
し
講
習

①
当
面
の
間
は
、
浅
水
間
断
潅
水
を
基
本
と
す

る
。

	

水
の
た
め
っ
ぱ
な
し
は
藻
や
ガ
ス
の
発
生

の
元
と
な
り
、
根
を
弱
ら
せ
る
原
因
と
な

る
。

②
茎
数
が
１
株
当
た
り

18
本
程
度
（
き
ぬ
む

す
め
は
16
本
程
度
）

に
な
っ
た
ら
中
干
し

を
行
い
、
倒
伏
の
軽

減
に
努
め
る
。

※
中
干
し
は
、
田
面
に

小
さ
な
ひ
び
割
れ
を

生
じ
る
程
度
ま
で
行

う
。

中
干
し
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
根
の
張
り

を
良
く
し
、
余
分
な

窒
素
を
抜
き
、
過
繁

茂
を
防
ぐ
。

③
中
干
し
終
了
後
は
、

根
に
急
激
な
刺
激
を

与
え
な
い
よ
う
、
走

り
水
を
１
～
２
回
行

い
、
そ
の
後
は
、
再

び
間
断
潅
水
と
す
る
。

④
出
穂
期
前
に
は
、
湛

水
管
理
と
す
る
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
営
農
部
米
穀
課

島
根
県
西
部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
益
田
事
務
所

２
．
追　
　
　

肥

　

ケ
イ
酸
、
加
里
等
の
肥
料
を
施
用
し
、
窒
素

肥
料
の
追
肥
は
原
則
と
し
て
行
わ
な
い
。
た
だ

し
、
ハ
ナ
エ
チ
ゼ
ン
・
き
ぬ
む
す
め
は
、
葉
色

が
薄
か
っ
た
り
、茎
数
が
少
な
い
場
合
に
限
り
、

窒
素
成
分
で
１
㎏
／
10
ａ
施
用
す
る
。

〈
ケ
イ
酸
・
加
里
資
材
の
施
用
時
期
〉

　

出
穂
30
～
40
日
前

〈
施
用
量
と
施
用
資
材
〉

○
ホ
ス
ビ
タ
20
㎏
／
10
ａ

　
（
ケ
イ
酸
、
苦
土
、
リ
ン
酸
な
ど
補
給
）

○
珪
酸
加
里
20
㎏
／
10
ａ

　
（
ケ
イ
酸
、
苦
土
、
加
里
な
ど
補
給
）

※
効
果

　

加
里
は
日
照
不
足
の
場
合
に
光
合
成
促
進

の
効
果
が
あ
り
、
倒
伏
防
止
に
役
立
つ
。

　

ケ
イ
酸
は
登
熟
向
上
や
イ
ネ
の
体
を
硬
く

し
、
倒
伏
防
止
の
効
果
が
あ
る
。

　

鉄
は
根
を
丈
夫
に
す
る
効
果
が
あ
る
。

３
．
除　
　
　

草

（
ヘ
ル
シ
ー
米
圃
場
に
は
、
使
用
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
農
薬
散
布
時
期
は
、
全
て
移

植
栽
培
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。）

　

５
月
下
旬
田
植
え
で
は
薬
害
の
危
険
が
あ
る

た
め
、
中
期
除
草
剤
は
使
わ
な
い
。

１
．
水　

管　

理（田植え時期と中干し時期のめやす） （期間のめやす）
田植え時期 中干し開始時期 中干し期間

４月末～５月上旬 田植え後40～45日頃 砂質土 ５日間程度
５月中旬 田植え後35～40日頃 壌質土 ５～７日程度
５月下旬 田植え後30～35日頃 粘質土 ７日間程度

⑴
中
期
除
草
剤

例
）
○
セ
カ
ン
ド
シ
ョ
ッ
ト
Ｓ
ジ
ャ
ン
ボ
Ｍ
Ｘ

移
植
後
14
日
～
ノ
ビ
エ
3
・
5
葉
期
。
た

だ
し
収
穫
45
日
前
ま
で
。

⑵
中
・
後
期
除
草
剤

例
）
○
バ
サ
グ
ラ
ン
粒
剤
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
塩
）

移
植
後
15
日
～
55
日
。
た
だ
し
収
穫
60
日

前
ま
で
。

落
水
散
布
又
は
、
ご
く
浅
く
湛
水
し
て
散

布
。

例
）
○
ハ
イ
カ
ッ
ト
1
㎏
粒
剤

移
植
後
15
日
～
ノ
ビ
エ
3
・
5
葉
期
。
た

だ
し
収
穫
60
日
前
ま
で
。

湛
水
散
布
又
は
無
人
航
空
機
に
よ
る
散

布
。

例
）
○
ウ
ィ
ー
ド
コ
ア
１
㎏
粒
剤

移
植
後
７
日
～
ノ
ビ
エ
４
葉
期
。
た
だ
し

収
穫
60
日
前
ま
で
。

湛
水
散
布
又
は
無
人
航
空
機
に
よ
る
散

布
。

⑶
ヒ
エ
対
策

例
）
○
ク
リ
ン
チ
ャ
ー
1
㎏
粒
剤

◦
10
ａ
当
た
り
１
㎏
の
場
合

移
植
後
７
日
～
ノ
ビ
エ
４
葉
期
。

◦
10
ａ
当
た
り
１
・
5
㎏
の
場
合

移
植
後
25
日
～
ノ
ビ
エ
５
葉
期
。

と
も
に
収
穫
30
日
前
ま
で
。

⑷
ア
オ
ミ
ド
ロ
、
ウ
キ
ク
サ
対
策

例
）
○
モ
ゲ
ト
ン
粒
剤

発
生
始
め
～
発
生
盛
期
。
た
だ
し
収
穫
45

日
前
ま
で
。

水
　
稲

４
．
病
害
虫
防
除

★
葉
い
も
ち
防
除

○
置
き
苗
は
い
も
ち
病
の
発
生
源
と
な
る
の

で
、
早
急
に
取
り
除
く
。

○
病
兆
を
発
見
し
た
ら
す
ぐ
に
い
も
ち
防
除

用
の
粉
剤
を
散
布
す
る
。

○
長
期
持
続
型
の
箱
剤
（
ル
ー
チ
ン
ア
ド
ス

ピ
ノ
箱
粒
剤
等
）
を
施
用
し
て
も
条
件
に

よ
っ
て
は
、
い
も
ち
病
が
発
生
す
る
場
合

が
あ
る
の
で
注
意
。

★
カ
メ
ム
シ
予
防

○
稲
の
出
穂　

日
前
ま
で
に
、
畦
畔
や
水
田

周
辺
の
草
刈
り
を
徹
底
す
る
。

・
斑
点
米
の
原
因
と
な
る
カ
メ
ム
シ
類
は
、

出
穂
し
た
イ
ネ
科
雑
草
な
ど
で
増
殖
す
る
。

・
一
斉
草
刈
を
行
う
と
効
果
的
！

○
雑
草
の
除
去
に
よ
り
カ
メ
ム
シ
の
密
度
は

低
下
す
る
。

○
出
穂
後
の
草
刈
り
は
、
カ
メ
ム
シ
類
を
水
田

へ
追
い
込
む
こ
と
と
な
り
逆
効
果
と
な
る
。

★
そ
の
他

○
苗
箱
処
理
の
ル
ー
チ
ン
エ
キ
ス
パ
ー
ト
箱

粒
剤
は
、
紋
枯
病
の
防
除
効
果
が
あ
る
。
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庭
先
の　

牡
丹
の
花
み
て　

癒
さ
れ
る

（
益
田
市　
　
　

稲
岡
三
紀
子
さ
ん
）

昨
日
よ
り　

膨
ら
む
色
や　

牡
丹
の
芽

（
益
田
市　
　
　

柳
井　

文
江
さ
ん
）

古
里
は　

大
根
島
と　

牡
丹
言
う

（
益
田
市　
　
　

喜
村　

信
江
さ
ん
）

ぼ
た
ん
咲
き　

春
ら
ん
ま
ん
の　

は
な
や
か
さ
（
益
田
市　
　

佐
々
木
い
さ
子
さ
ん
）

牡
丹
咲
き　

は
じ
め
て
き
い
た　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
（
益
田
市　
　
　

重
田　

伸
子
さ
ん
）

目
に
青
葉　

空
み
あ
げ
て
る　

花
牡
丹

（
益
田
市　
　
　

大
谷　

恭
子
さ
ん
）

佇
み
し　

深
紅
の
牡
丹
は　

百
花
の
王

（
益
田
市　
　
　

加
藤　

富
之
さ
ん
）

ぼ
た
ん
咲
く　

島
根
の
空
に　

こ
い
泳
ぐ

（
益
田
市　
　
　

野
村　

芳
子
さ
ん
）

立
ば
シ
ャ
ク
ヤ
ク　

す
わ
れ
ば
牡
丹
に　

ひ
と
め
ぼ
れ
（
益
田
市　
　

小
笠
原
か
よ
み
さ
ん
）

こ
も
の
中　

り
ん
と
咲
い
て
る　

冬
牡
丹

（
益
田
市　
　
　

両
見
か
す
み
さ
ん
）

牡
丹
の
よ
う　

い
わ
れ
て
み
た
い　

一
度
だ
け
（
益
田
市　
　
　

大
谷　

律
子
さ
ん
）

牡
丹
咲
き　

香
り
と
花
に　

い
や
さ
れ
る

（
津
和
野
町　
　

大
庭　
　

定
さ
ん
）

ボ
タ
ン
咲
く　

古
き
家
の
庭　

な
つ
か
し
や

（
津
和
野
町　
　

桑
原
八
恵
子
さ
ん
）

ユ
リ
と　

牡
丹
と
シ
ャ
ク
ヤ
ク　

競
う
姿
が
面
白
い
（
津
和
野
町　
　

大
羽　

克
巳
さ
ん
）

今
の
世
の　

十
二
単
の
よ
な
牡
丹

（
津
和
野
町　
　

斎
藤　

久
衛
さ
ん
）

鉄
旅
で　

牡
丹
も
と
め
て　

西
か
ら
東

（
吉
賀
町　
　
　

中
村
恵
己
子
さ
ん
）

７
月
の
お
題
は「
あ
じ
さ
い
」で
す

ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

お
題

「
牡
丹
」

川
柳
「
牡
丹
」
の
投
稿
数　

津
和
野
町
７
通
、
吉
賀
町
１
通
、
益
田
市
13
通

●葉書に　川柳、住所、氏名、電話番号をご記入ください。●締切　令和５年６月15日（当日消印有効）
●あて先　〒698-0024　益田市駅前町15-1　JAしまね 西いわみ地区本部 企画総務部 ふれあい課

川　　柳
応募方法

月 日 時 間 地 区 場　　所

６/６（火）
９：30～美 濃美濃公民館
11：00～二 条二条事務所会議室
13：30～中 西中西支店会議室
15：00～小 野戸田：四ツ辻圃場付近

６/７（水）
10：00～安 田下遠田お宮前
13：30～北仙道北仙道農事組合法人事務所前
15：00～ 種 種事務所前

６/８（木）

10：00～鎌 手旧鎌手支所
13：30～真 砂真砂事務所
９：00～津和野山下倉庫前
10：30～津和野倉増氏圃場前
13：30～日 原日原コイン精米所前

月 日 時 間 地 区 場　　所

６/９（金）

９：30～西益田小俣賀ゲートボール場
11：00～西益田白岩多目的集落センター
13：30～西益田向横田　椋木氏ハウス付近
15：00～西益田大滝集会所前
９：30～六日市 六日市カントリーエレベーター
10：00～柿 木白谷公民館
11：00～六日市朝倉東営農組合作業場
13：30～六日市広石上集落営農組合作業場
13：30～六日市樋口地区集会所前

６/12（月）10：00～仙 道東仙道公民館
13：30～都 茂美都支店

令和5年産米  中干し講習会スケジュール

米麦水分計の点検整備について水稲生産者の皆様へ

米出荷時の乾燥調製の品質向上を図るため、
米麦水分計の点検修理を行います。

提出
期限

令和令和
5年5年 66月月3030日日㈮㈮

点検対象機種につきましては
◎株式会社ケット科学研究所　◎静岡製機株式会社
の2社の水分計のみとさせていただきます。ご理解・ご協力をよろしく
お願いいたします。
最寄りの支店・経済課・営農センター・農機センターへご提出ください。
左記の期限を過ぎての点検は点検料が上がりますのでご了承ください。JAしまね西いわみ地区本部　

営農経済部米穀課 TEL 0856-23-1911　農機拠点センター TEL 0856-31-5255
お問い
合せ先
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主　　催　益田西部農地開発地区営農組合
問合せ先　ＪＡしまね 西いわみ地区本部 営農センター　ＴＥＬ.0856-23-1911

西部開パイ西部開パイ
農産物の即売会
開パイで採れた新鮮な果物・野菜を販売します

農産物の即売会
開パイで採れた新鮮な果物・野菜を販売します

6/18㈰9：00～11：00

6/18㈰9：00～11：00ところ／益田市立開発地営農研修センター駐車場（益田市喜阿弥町）

JAしまね
西いわみ地区本部
中西支店

◎書類がお手元に届いたら
令和５年産水稲生産実施計画書の内容をもとに、
交付対象に該当されると思われる農業者の方に対
し個別に申請書を郵送していますので、申請され
る方は、提出期限までに書類をご提出ください。
　
◎申請に必要な書類

①経営所得安定対策等交付金申請書
②令和５年産水稲生産実施計画書（本人控え）
③交付金振込先の通帳の写し

◎申請受付期間
令和５年４月下旬ごろ～

令和５年６月30日㈮※必着
※ 提出期限は、各地域農業再生協議会で異なりま

すのでご確認ください。

◎提出先・問い合わせ先
お近くの地域農業再生協議会まで、お気軽に問い
合わせください。

〒698-8650　益田市常盤町1-1
益田市農業再生協議会事務局

（市農林水産課内） ☎0856-31-0316

〒699-5605　鹿足郡津和野町後田ロ64-6
津和野町農業再生協議会事務局

（津和野町役場農林課内） ☎0856-72-0653
　
〒699-5301　鹿足郡吉賀町柿木村柿木500-1
吉賀町農業再生協議会事務局

（吉賀町役場柿木庁舎産業課内） ☎0856-79-2213

□ 経営所得安定対策では、担い手農家の経営の安定に資するよう、諸外国との
生産条件の格差から生ずる不利を補正する交付金（ゲタ対策）と、農業者の
拠出を前提とした農業経営のセーフティネット対策（ナラシ対策）を実施し
ています。

□ さらに、飼料用米、麦、大豆など戦略作物の本作化とともに、地域の特色を
活かした魅力的な産地づくり、高収益作物の導入・定着等を進め、水田のフ
ル活用を図る水田活用の直接支払交付金を実施しています。

令和５年度経営所得安定対策等交付金の
申請受付が始まります。
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トマトカレー（トマトをたっぷり使ったカレー）
販売価格：�3,200円（送料、消費税込み）
内 容 量：（200グラム）5個入り

トマトジュレ（トマト丸ごと1個使用）
販売価格：�4,000円（送料、消費税込み）
内 容 量：（195グラム）6個入り

益田産のトマトを使ったトマトジュレ・トマトカレーのご案内
西いわみ管内の特産品を使った、おいしいオリジナルブランドの加工品をご紹介します。

管内の直売所やスーパーなどでもお買い求めいただけます。

西いわみ地区本部�営農経済部（土・日・祝日はお休み）〒698-0042 益田市中吉田町1000番地

TEL 0856-23-1911　FAX 0856-24-0453
お申し込み・
お問い合わせ

ジュレ カレー
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年金定期便、年金手帳、印鑑、裁定請求書、年金証書等をお持ちいただくと、より具体的な相談ができます。はじ
めての方や、現在受けている年金に疑問をお持ちの方もお気軽に相談でき、秘密は固く守られます。ぜひ会場にお
越しください。

西いわみ地区本部 西いわみ統括支店 金融課
年金相談センター（0856-22-8680）は、

平日（8:45～17:00）いつでもご相談いただけます。

６月の無料年金相談会～お気軽にご相談を～

６月の年金相談会

６月８日（木）津和野支店
６月22日（木）日原支店
10：00～19：00　JA年金相談員※日程・社会保険労務士は変更になる場合があります。
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